
    
      : では                                                                                                     
        =  て 居る。                                                                                               
      =  価されっ っ あ ることに他ならない ，その中   
        三 で                                                                     
                          さめた方法であ る品種改良・ 育種と   
                    ぅ ことが，                                                       
                                          になってきた ，その兆しとし   
        =  て 昨年                                                                           
              @-@ 本水産学会秋季大会での「育種に 関する 
  
            シンボ・ジューム   l                                                                             
                                                                                                                      シュ 
    
              ムで 「農業生産力の 発展に対する 育種の     
      ョ 役割と将来」                                                                         これら魚類の 中でのサケ 科 魚類について 
  
      ョ は 現在のところ ，一応研究途上にあ るが，   
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ローレ ソ ・ R . ドラルド ソソ       三     
                                        ソ 大学教授 旧   マス ノスケ の品種改良， 稚     
年   飼育等の仕事をしてお                               授 年 9 月 来 日 し 丸 人 富 U 教     

卸研 ビタ                                                             
                  北海道さげ・ますふ 化                   

  
官等と意見の 交換を行った。     

前途にまだまだ 多くの問題点、 と可能・性があ 

ると考えている。 アメリカでのサケ 科 魚類 

の育種の成功の 例として l965 年・の l2 月号の 
リーダーズダイジェスにマレーモーガン 氏 

が， ワシントン大学のドナルドソン 教授の 

業績について 掲載している " ドナルドソン 

教授は昨年九州大学の 富山哲夫教授が 随行 

されて， 日本の水産関係の 大学，研究所を 

視察されたが ， 当 胎化 場 にも秋期に来序さ 

れた。 そこで筆者はその 折 ，同教授から 直 

接 聞いたお話と ， リーダーズダイジェス 誌 

に述べられていることを 含めてサケ 科 魚類 

の育種の成果と 将来性について 紹介致した 

いと思います。 

昔から人類は 食用に供する 目的で動植物 

の育種の研究をし ，実際に有用的に 利用さ 

れているものは 現在 迄 にかなりの数があ 

る， 

植物は遺伝学的にも ， 又 飼育条件も動物 

に比べ，はるかに 容易だが，動物の 中で魚 

類は遺伝学的にも 飼育条件としても 多くの 

困難 性 があ るため，あ まり研究がなされて 

いない，これら 困難性の中でローレン・ R 
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  ドナルドソン 博士はサケ 科 魚類の品種改 

艮の研究に 1949 年からはじめた。 先づ 岡持・ 

'l- は l949 年の秋シアルトの 東南方を流れる 

スースクリーク ヘ 産卵のため遡って 来たマ 

ス ノ スケ (Chinook 剥 mon@ の中から魚体 

の大きく，体高の 高く，肉質の 厚い雌を数 

尼 選び出し， これらのマス ノスケ から約 4 

万粒の卵に元気のよい 雄の精液を注いで 人 

工受精させた。 これらの卵は 水産センタ一 

の地下研究室で 木 糟の中に収容して ，流水 

式として 脾 化させた。 卵から胎化した 卵 @ ま 

養魚油に放たれた。 養魚 油 では餌を与えて 

あ る程度道大きくして ，鰭の一部を 切り， 

標識して， これら幼魚をバケッに 入れ， ワ 

ンントン大学の 校庭と隣合せのユニオン 湖 

の岸まで運んで 放流した。 ここで一部 箱 死 

するものもあ ったが，多くは 泳ぎ出してい 

った。 

これらマス ノスケ の標識放流試験に 対す 

る同博士の研究目的は 次の二つにあ ったと 

いう。 

一つはこの魚のもつ 雄大な回旋性が ，海 

水に近い人為的な 環境の中で発揮できるか 

どうかを 確 めること，第二は 優良種の交配 

で，品種改良が 可能かどうかを 調べること 

であ った。 特に同教授は 病気に強く，早く 

淡水の河川から 海に出て成長し ，しかも成 

熟の早いマス ノスケ にしたいと思えたので 

あ る。 

しかし， マス ノスケ をはじめとしてサケ 

属は海へ陸海 し ，成魚、 となるまでには 多く 

の減 耗 要因があ るためにそれが 成功する確 

率 は 微々たるものと 思われた。 特にこれら 

マス ノスケ が放たれ た ユニオン湖はシアト 

ル市内にあ り，海に出るまでには 8 ㍍先の 

政府所管のピュージェット サウ ソ ド 湾の水 

門まで行きつかなければならない。 更にこ 

の水門では，船が 出て行くのに 便乗しなげ 

ればならなかった ， 

この湾を出たマス / スケ幼魚は西や 北へ 

進んで太平洋に 出て，沿岸ぞいにアラスカ 

沖の寒冷水域へ 向かうことになる。 この 案 

冷水域で成育して ，本能に駆り 立てられて 

父母川回帰のため 下涛し 始める。 この間に 

魚 夫の網，天然の 外敵のために 減托 しつつ 

生れ故郷の川の 入口であ る水門をくぐり ， 

母川に 梱 帰する迄には・ 普通のマス ノスケ 

は 0 ． l 拷 以下であ った。 

同教授が試験したマス ノスケ の幼魚はユ 

ニオン湖から 直接放したために ，普通のマ 

ス ノスケ のように生れ ，故郷の川を 知らな 

い。 それにも拘らず ， 洞帰 予定の数週間前 

に学生と共に 作った． 湖 と池とを結ぶ 約 30 

m の水路を作った。 大学ではこの 溝のこと 
を戯れに「ドナルドノンの 大運河」と呼ん 

で， 誰もマス ノスケ が帰ってくることを 期 

待する人はあ まりなかった。 ところが，本 

当に魚が帰って 来たのであ る。 大 ぎくて， 

美しく元気で ， 数も天然 産 のものが帰るよ 

り 2 割以上も洞痛事が 良好であ ったとい 

う。 

この結果はより 大きい優良種の 選抜育種 

の結果マス ノスケ では成育もすぐれ ，しか 

も従来のものより 歩留 渦帰率 もよいことを 

知 たわけであ る。 

又 l952 年に放流されたマス ノスケ の優良 

種はその多く l955 年の秋に 氾 帰した。 その 

ため成熟 洞帰 年数が短縮されてそのために 

自然の危険にされる 期間も少くなって 回帰 

率がⅤ， "-,/, 。 。 に向上したという ， 又洞 隔 

年 が 2 年のものもいたとい 5 ことであ る。 

これらのことは 他にサケ 科 魚類にも応用で 

きるのではないだろうか ，この ょう なドナ 

ルドソン博士の 長年の成果は 多くの困難に 

対する勇気と 努力の賜物であ り，現在のわ 

れわれにとって 一つの教訓となるであ ろ 

  
ドナルドソン 教授の更に大きな 育種に関 

する美晴 は ニジマスの優良品種の 作出であ 

る。 

ワシントン大学が 公にした報告書の 控え 

めな言葉で表わしても「成長，生存，産卵 

の割合が普通種の 優良二ジマスの ほば l0 信 

に当たる」としるされているほどであ ると 



いっ。 

成 長度は ついてはドナルドソン 教授が改 

良したニジマスは 満 l 年で l.5kK, 2 年後 

には 3 一ラ kK に， 3 年後には 8kK にまでな 

る - アメリカではニジマスは 内水面水域で 

盛んな遊魚の 代表 種 であ る， ドナルドソン 

博ピ はこの大きなニジマスを 阿亀 か 遊魚の 

ために，解禁 日 に放つてお き ，何も知らな 

い釣り天狗が ，超特大のニジマを 引 つかけ 

るとぎの興奮ぶりを 挑め悦に入っていると 

のことであ る，このよ j に大きく成長する 

ニジマスであ れば一尾の雌の 抱卵数も多く 

て， しかも邪径も 人ぎく， 卵質 もよいもの 

であ ろうことが想像される。 

このように今まで ， ドナルドソン 教授の 

マス ノスケ ， ニジマスなどの 優良品種の育 

種についての 成功を確信する 米国水鹿中門 

家も殆どなかったが ， 自然界のサケ 種 魚類 

が人が作った 環境に適応するように 作り変 

えられたことを 認めている ノ、 も 多くなった 

といわれている。 

又 ワシントン州内の 水域で捕獲されたマ 

ス ノスケ の半分は人工的，に 放流されたもの 

であ る証拠が明瞭であ ることは大抵の 専門 

家も認めざるを 得ないともいわれるほどに 

効果を示している ， 

ドナルドソン 教授は今主に 雑種の研究を 

進めているといわれ ，それは巨大なニジマ 

ス と大 マスの交配種であ ると記されている 

が， 大 マスとは 何 んな魚種 か 明らかにされ 

ていない，しかし 大 マスは サケ のように陸 

海 し ，産卵のときに 淡水河川に 洞 帰し，産 

卵後も生き続けて ，その後，何回も 河へ帰 

ってくる種類のものであ るらしい。 このこ 

とから恐らく Salmosalar なる種類と考え 

られる， い づれにしても Salmo 属は多 回 

産卵 魚 であ る性質るもっているので " 非常に 

すぐれた点であ る，更にこの 人マスは大型 

の漁魚で，カが 強く，根性があ り， 檸猛 だ 

が成熟が遅い 性質であ る。 しかしこれらの 

間に出来る雑種は 病気に強く， 成熟も早 

い。 ドナルドソン 教授が l964 年ょ り 養魚 油 

で 飼育したこの 雑種は l 年以内で 20-45 ㏄ 

になり， 普通のニジマスでは l 尾 5 9 ぐら 

いなので，その 約 l00 倍も成長がよい。 こ 

の稚魚をドナルドソン 教授はこの大きくな 

った雑種を l2,000 尾を，海へ出ていける 年 

輪 に迄 育て， l965 年の初めにユニオン 湖 と 

その隣りの ワ シ ソ トン湖に放流した " この 

大学育ちの雑種の 幼魚を漁夫は 実際に打 補 

して，ひどくあ ばれん坊で味も 上々だと 昭 ・ ぇ 

侍したという ，そしてこの 親の日 算 通り海 

へ出て 7"   テ くと 2 年でⅡ帰してくるだろうと 

想像されている ， 

ドナルドソン 教授のこの優良交配種によ 

る 品種改良の研究は 今は米国オレゴン 州で 

も行われている ，ここの優良品種の 仕事は 

従来問題とされたペレットの 栄養価の高じ 

ものが作り出されることに よ り病気も少く 

なりて益々成果 が 期待される よ うになっ 

た。 け 59 午にはオレゴン 州 l6 の 僻 仕場 は巧     

ら斬 らしい ぺ レット 餌 料を用いて稚魚を 飼 

育し ，け 64 午には サケ の回帰の記録はどれ 

もみな破られてしまったほどであ る。 

この ょ うにオレゴ ソ 小市大半の栄養価の 

高い ぺ レットの飼料 と ドナルドソン 教授が 

行った優良交配種作田計画は 食料に蛋白質 

の量をふやすことが ，問題を解決する サケ 

マス養殖事業の 今後のあ り方を示唆してい 

ると結んでいる。 

これらドナルドソン 教授の育種の 成果 

と，われわれが 現在考えつつ 行っている優 

良品種の固定化についてまとめると ，魚種 

の優良的特性を 知ること，純系を 見 きね め 

ること，遺伝学的考察，成熟の 可否，淘汰 

選別法，飼育の 困難性など多くの 問題はあ 

るが，そのめざす 優良品種の特性は 次のこ 

とがあ ると思われる。 

l)  成長度の増進 
2) 産卵成熟年齢又は 洞 児 年齢の短縮 

3) 卵 数の増大と 卵 質の優良種 
4)  沈痛性の大なる 種類 
5) 減粍 の 少い 種類 
これらの点に 関心を広めこ サケ マスの人 

工 僻 仕事業及び人工養殖事業を 発展させる 

配慮が是非必要な 時期であ ろうと信ずる。 




